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学
生
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
筋
、
海
外
と
は
縁

が
な
く
、
英
語
も
不
得
意
、
T
O
E
I
C
は
2
6
0
点
だ

っ
た
石
田
さ
ん
。
海
外
に
行
く
き
っ
か
け
は
「
失
恋
」
だ

っ
た
そ
う
だ
。
海
外
で
知
ら
な
い
言
葉
や
文
化
に
囲
ま

れ
た
こ
と
で
自
身
の
血
が
沸
く
の
を
感
じ
、
そ
の
後
は
世

界
を
旅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旅
先
で
貧
し
く
と
も
夜

に
街
灯
の
下
で
勉
強
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
環

境
は
整
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
真
剣
に
勉
強
し

て
こ
な
か
っ
た
自
分
を
恥
じ
る
と
同
時
に
、
楽
し
ん
で
学

ぶ
子
ど
も
た
ち
が
将
来
よ
り
多
く
の
選
択
肢
が
持
て
る

よ
う
な
国
づ
く
り
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

通
学
中
の
電
車
で
青
年
海
外
協
力
隊
の
中
吊
り
広
告
を

見
て
「
こ
れ
が
天
職
だ
」
と
思
い
、
就
職
活
動
を
せ
ず
に

協
力
隊
に
応
募
。
卒
業
後
す
ぐ
に
協
力
隊
に
参
加
し
た
。

　
石
田
さ
ん
は
、
ガ
ー
ナ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え

る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
に
取
り
組

ん
だ
。自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

選
手
に
バ
ス
ケ
を
通
じ
て
努
力
を

す
る
こ
と
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
す
る
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
い

た
い
と
指
導
を
し
た
。
そ
の
熱
心
な

指
導
に
よ
り
、
チ
ー
ム
は
ガ
ー
ナ
北

部
大
会
で
優
勝
。
活
動
を
通
じ
て
国

際
協
力
の
可
能
性
を
感
じ
た
一
方
、

結
果
が
形
に
残
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ

が
開
発
途
上
国
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
の
か
疑
問
も
持
っ
た
。

　
帰
国
後
、国
際
協
力
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
も
考
え
た
が
、

基
本
的
な
仕
事
の
ス
キ
ル
が
ま
ず
は
必
要
と
考
え
、就
職
。

3
年
勤
務
し
た
後
、
再
び
海
外
で
の
挑
戦
を
決
め
た
。
協

力
隊
活
動
の
意
味
を
知
る
た
め
、
貯
金
を
は
た
き
、
英
国

の
大
学
院
で
「
教
育
開
発
」を
研
究
し
て
修
士
号
を
取
得
。

ま
た
、
国
際
機
関
に
絞
っ
て
就
職
活
動
も
行
い
、

「
J＊
O
C
V
枠
U
N
V
制
度
」
を
利
用
し
、
国
連
開
発
計
画

（
U
N
D
P
）
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
事
務
所
に
採
用
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
同
事
務
所
の
正
職
員
と
な
り
、
現
在
は
ガ
バ
ナ

ン
ス
部
で
選
挙
事
業
の
広
報
を
担
当
し
て
い
る
。

　
仕
事
で
は
「
怒
ら
ず
、
悩
ま
ず
、
焦
ら
ず
」。
そ
れ
ら
は

協
力
隊
で
得
た
姿
勢
だ
。「
自
分
の
思
惑
通
り
に
進
ま
な

く
て
も
、そ
れ
に
耐
え
、ど
う
解
決
す
る
か
を
考
え
る
こ
と

や
同
僚
と
の
信
頼
関
係
構
築
が
重
要
な
の
は
協
力
隊
と
同

じ
。
と
び
っ
き
り
の
ス
マ
イ
ル
で
あ
い
さ
つ
し
て
、
現
地

語
を
駆
使
し
て
ジ
ョ
ー
ク
を
言
う
。
相
手
の
心
を
つ
か
む

秘
訣
も
協
力
隊
で
学
び
ま
し
た
」

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
2
0
0
2
年

に
独
立
し
た
新
し
い
国
。
石
田
さ

ん
は
映
像
な
ど
を
通
し
て
選
挙
情

報
を
伝
え
る
な
か
で
、
国
民
が
選

挙
を
通
じ
て
新
し
い
政
府
に
期
待

し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
と

い
う
。
人
々
の
熱
い
思
い
を
映
像

で
伝
え
て
い
く
仕
事
。
こ
の
仕
事

で
世
界
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

石
田
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

2002年に独立した東ティモールは、
17年に初めて他機関の支援を受け
ず、政府だけで国政選挙を実施す
る。石田さんは、メディアを利用した
選挙情報の伝達や、報道が公正に
行われるよう、ジャーナリストなどに
トレーニングを行なっている

before

1982年	 大分県生まれ。
2005年	 3月、国士館大学体育学部体

育学科卒業。

JICA Volunteer

2005年	 11月、協力隊に参加。ガーナ
でバスケットボールを通じた
青少年への教育・競技推進に
務める。

after

2007年	 11月、帰国。　
2008年	 4月、石油天然ガスの資材を

扱う外資系専門商社にて勤
務。

2011年	 8月、英国イーストアングリア
大学大学院入学。12年11月に
修士号を取得。

2013年	 1月、国際ボランティアとして
国連開発計画（UNDP）東テ
ィモール事務所ガバナンス部
勤務。

2015年	 5月、プログラムアナリストとし
てUNDP東ティモール事務所
ガバナンス部勤務。

石
いし

田
だ

裕
ゆう

一
いち

さん
青年海外協力隊経験者
	（ガーナ・バスケットボール・
		2005年度派遣）

　UNDP東ティモール
　事務所 職員

before/after

before
after

CASE

5
before ▶  大学生（体育学部）
after    ▶  国際機関職員（プログラムアナリスト）

JICA Volunteer

バスケットボールの試合中、
選手にアドバイスをする石田さん

＊JOCV枠UNV制度…JICAがJOCV（青年海外協力隊）経験者もしくは日系社会青年ボランティア経験者のスポンサーとなり、国連
	 　　			ボランティア計画が派遣するボランティア（UNV）として海外での協力活動を行う機会を提供する制度。

after

応募者へのメッセージ

躊躇する理由が星の数ほど
あっても、参加する理由は
 「自分の強い思い」ひとつ。
その思いを信じてください。




